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QA15  普通に暮らしていても日常生活で被ばくしているというのは本当で

しょうか

 
 
 普通に生活していても、年間 2.4 ミリシーベルト（世界平均）の放射線を自然界から受け

ています。自然放射線の量は、地域により差があります。 
 
 放射線というと、原子力発電所や病院での被ばくのような人工放射線を連想しますが、

自然界にもいろいろな種類の放射線が存在しています。 
 大地からの放射線は、地球誕生から存在する地球上の放射性物質に由来しています。ま

た宇宙からも放射線が飛んできますし、大気中のラドン等から放出される放射線もありま

す。また人の体の中には、食物から取り込まれる放射性物質（カリウム 40 など）もありま

す。 
 
 これらの自然放射線の量は世界平均で年間 2.4 ミリシーベルトですが、日本での平均は

2.1 ミリシーベルトと評価されています。 
 自然放射線の量は地域による差が大きく、世界の中でも高自然放射線地域と呼ばれる地

域で、年間 10 ミリシーベルト以上の放射線を受ける地域もありますが、このような地域で

健康影響が発生しているという明確な証拠は報告されていません。 
 
出典：放射線医学総合研究所ウェブサイト「放射線被ばくに関する Q&A」より作成 
出典の公開日：2012 年 4 月 13 日 
本資料への収録日：2012 年 12 月 25 日 
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